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2004年3月期 中間連結決算の概要

（億円）

営業収益

営業利益

経常利益

中間純利益

２００４年３月期
中間実績

６,８６２

３２３

２２９

２７２

増減

＋８６５

＋２７

＋３９２

－２６

２００３年３月期
中間実績

５,９９７

３５０

２０２

－１２０

＜ 中間連結損益計算書 ＞

流動資産

固定資産

資産合計

実 績

５,５３７

１９,３７９

２４,９１７

対 前期末

－３６５

＋１７１

－１９４

有利子負債

負債合計

少数株主持分

資本合計

実 績

１４,３７３

２２,２２５

７８５

１,９０６

対 前期末

－２８８

－９５４

＋３７１

＋３８８

負債・少数株主持分
及び 資本合計 ２４,９１７ －１９４

＜ 中間連結貸借対照表 ＞

株主資本比率 ７.６ ％ ＋１.６Ｐ

（億円）

新規・除外による影響額 （億円）
営業収益 営業利益

東急車輛製造（新規） ２１８ －５
ﾃｨｰ･ｴﾑ･ﾃﾞｨｰ （新規） ４６ ６
ｺﾞｰﾙﾄﾞﾊﾟｯｸ （除外） －２４３ －１４

当社単体 鉄軌道運輸成績
２００４年３月中間期対前年同期比
・輸送人員 ７,７６３千人増 （１.６％）
・運賃収入 １,０６２百万円増 （１.８％）

１



不動産投資信託（ＲＥＩＴ）事業の進捗

ＲＥＩＴ上場 ２００３年９月１０日

投 資 主

投 資 法 人

資産運用会社
（東急リアル・エステート・

インベストメント・マネジメント）

資産運用の委託

プロパティマネジメントの委託

東京急行電鉄 （６０％出資）

東急不動産 （４０％出資）

プロパティマネジメント会社
（東京急行電鉄、東急不動産 ）

（不動産管理委託関係概略図）

指図

物件規模 ８０３億円

初 値 ５３０,０００円

国内７番目の上場ＲＥＩＴ

・ 投資額比率 商業 ： オフィス ＝ ４２ ： ５８

・ グループからの拠出 ７１０億円、１１物件中９件

＜投資額比率＞ 商業 ： オフィス ＝ ４２ ： ５８
※都心と東急沿線に集中投資

＜東京急行電鉄からの拠出＞

世田谷ビジネススクエア、東急鷺沼ビル、

東急桜丘町ビル 他 （１１物件中５物件、４１８億円）

東急リアル・エステート投資法人

２



東横線・みなとみらい線相互直通運転

３

高島町

桜木町

関 内

石川町

元町・中華街
（山下公園）

日本大通り
（県庁・大さん橋）

馬車道

新高島

至 あざみ野

横 浜

反 町

東急東横線

みなとみらい

１． 鉄道ネットワークの拡充

２． みなとみらいへの導線強化

みなとみらい線

２００４年２月１日開通
（予定）

クイーンズスクエア横浜への波及効果

至 渋谷

廃線区間

横浜市営地下鉄 ＪＲ根岸線

東白楽

地下化区間
約２.０ｋｍ



固定資産の減損会計への対応

２００２年度 ２００３年度 累計

固定資産

売却損

事業投資損失

引当金

固定資産
評価損等

年度計

２２２億円

１４８億円

２００億円

５７２億円

２６０億円

中間期
（１６４億円）

１,５００億円

１,７６０億円

６３１億円

１，７００億円

２，３３２億円

東急YMMﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨｰｽﾞ

１７１

東急建設 １，０００
当社 ３５０（うちゴルフ事業 ２００）
その他 １５０

グランデコ ９８
自動車道 ６５

下期売却
により実現

渋谷所在物件
１１５

ゴルフ事業
１４８

４



選択と集中（当社レジャー・サービス事業）

減損（予定）

外部売却

外部売却

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

６
コ
ー
ス

ハイビスカスゴルフクラブ
ストークヒルゴルフクラブ

土地・コース資産

建物・諸設備

グランデコ（スキーリゾート・ホテル）

自動車道（箱根ターンパイク）

2003年度
200億円

事業投資損失引当金

2002年度 52億円

事業投資損失引当金

2003年度上期 98億円

2004年度 黒字転換達成

事業投資損失引当金

2002年度 95億円

事業投資損失引当金

2003年度上期 65億円

子会社へ
営業譲渡

東急不動産へ
営業譲渡

５



東急建設 会社分割（ＭＢＯ）スキームの進捗

（旧）東急建設

・不動産事業

・開発事業

・ゴルフ事業

等関連会社

・建設事業

・建設事業

関連会社

【不動産事業】【建設事業】

(旧)東急建設株主

【 増 資（優先株） 】

当社 ４００億円

金融機関 ４００億円

【増 資（優先株） 】

当社 ４００億円

金融機関 ４００億円

２００３年８月

ＴＣホールディングズ

(旧)東急建設株主

資本関係なし

○１０月１日会社分割により、建設事業を分割してＴＣホールディングズが吸収

（ＴＣホールディングズ⇒新東急建設 ・(旧)東急建設⇒ＴＣプロパティーズに商号変更）

○新東急建設は営業権（６８０億円）を、ＴＣプロパティーズは営業移転益を計上

○新東急建設の分割新株式を(旧)東急建設株主に割当

○ＴＣプロパティーズは減損前倒し処理・資産売却を加速⇒減損問題の解消へ

（分割移転資産譲渡損 ５００億円、 減損 ５００億円、 計１,０００億円）

○１０月１日会社分割により、建設事業を分割してＴＣホールディングズが吸収

（ＴＣホールディングズ⇒新東急建設 ・(旧)東急建設⇒ＴＣプロパティーズに商号変更）

○新東急建設は営業権（６８０億円）を、ＴＣプロパティーズは営業移転益を計上

○新東急建設の分割新株式を(旧)東急建設株主に割当

○ＴＣプロパティーズは減損前倒し処理・資産売却を加速⇒減損問題の解消へ

（分割移転資産譲渡損 ５００億円、 減損 ５００億円、 計１,０００億円）

社名変更

ＴＣプロパティーズ

・不動産事業

・開発事業

・ゴルフ事業

等関連会社

【不動産事業】

新東急建設

・建設事業

・建設事業

関連会社

【建設事業】

９月２５日
上場廃止

（終値９３円）

【 増 資 後 】
普通株 優先株 計

当社 ５０ （１００百万株） ５０ １００

金融機関他 ３２０ （６４１百万株） １４７ ４６８

計 ３７０ （７４１百万株） １９７ ５６８

【 増 資 後 】
普通株 優先株 計

当社 ５０ （１００百万株） ５０ １００

金融機関他 ３２０ （６４１百万株） １４７ ４６８

計 ３７０ （７４１百万株） １９７ ５６８

当社持株比率

７８.３２％

分割

新株割当

分割

新株割当

割当比率
旧：新
= １ ： ０.２５
割当株式数
１９６百万株

発行済株式数 ９３７百万株

当社持株比率 ２４.１８％
１０月１日東証１部上場

（終値４８７円）

（億円）

２００３年８月
会社分割会社分割

６



東急観光 株式交換

７

株式交換（２００４年１月１日）
完全子会社化 事業構築スピード加速化

経営資源を得意分野に集中し、
経営効率を高める

事業構築スピード加速化
営業ネットワークを再編成し、
グループ内外の事業との連携を深める

経営体制の一体化により

事業構築スピード加速化
電鉄主導による迅速な意思決定、
機動的な資本政策を実現

（百万円）

８８３３９５４７６当期末純資産

７６５２００３年６月増資

３９５４７６１,４９８前期末純資産

－３６０－２３４－１,００８当期純利益

－１６０２４２－１,２３８経常利益

－２００２７４－１,４４４営業損益

２５,８００２９,１８１３４,１５１営業費用

２５,６００２９,４５５３２,７０７営業収入

１９１,８５０２１５,１４０２３６,７１９取扱額

２００３年度
見込*

２００２年度

実績

２００１年度

実績

２００３年度業績見込（連結）

* ２００３年８月２６日業績修正開示時点の見込

０．１６１
東急観光

（完全子会社）

東京急行電鉄

（完全親会社）

◇株式交換比率

： ：＝

◇割当株式

東京急行電鉄は、株式交換に際し、

自己株式３,５８９,９５４株を割当交付するため、

新株の発行はおこなわない。

（６６.６１％）

◇東急観光の発行済株式総数（千株） ６７，１９０

１６，７００

５０，４９０

６７，１９０

後配株式

普通株式

合 計

当社保有

１６，７００

２８，０５３

４４，７５３

－

２２，４３７

交換対象

２２，４３７

発行株式



東急百貨店の事業概況

【 主な実行施策 】

あおば東急百貨店との合併

本業への経営資源集中

２００４年２月

年間人件費削減額 ２９億円早期退職優遇制度実施

高コスト体質の是正

２００３年６月

・早期退職者 ７５２名

・契約社員補充

・正社員比率 ５５％

・成果主義の強化

年間売上増見込み １０億円「東横のれん街」リモデル

「食」に強い東急百貨店

というイメージの確立

２００３年１０月

・東急フードショーとの共創

１０２８８９１営業利益

３,４４４３,７２０４,２３２売上高

２００５年１月期
予想

２００４年１月期
見込

２００３年１月期
実績

（億円）【 営業概況（連結） 】

１,１０９１,１９２１,３１１有利子負債

２９－１０２１１３当期純利益

６２３６３５経常利益

○構造改善費用 １０３

早期退職 ６３
年金廃止他 ４０

○資産含み損処理 ５０

８



東急不動産 「中期経営計画」 進捗状況

※ ＲＯＡ ＝ （ 営業利益 ＋ 営業外収入 ） ÷ 総資産 ＥＢＩＴＤＡ倍率 ＝ 有利子負債 ÷ 償却前営業利益

■ ２００４年３月期 予想 （２００３年１１月１１日現在） ■ 計画の目標値 （２００５年３月期）

・営業利益
・経常利益
・有利子負債
・自己資本
・ＲＯＡ
・ＥＢＩＴＤＡ倍率

２０５億円
１０５億円

３,７３０億円
８７４億円
３.０％

１３.０倍

・営業利益
・経常利益
・有利子負債
・自己資本
・ＲＯＡ
・ＥＢＩＴＤＡ倍率

３１０億円
２００億円

４,５５０億円
７４６億円
３.５％

１０.６倍

・営業利益
・経常利益
・有利子負債
・自己資本
・ＲＯＡ
・ＥＢＩＴＤＡ倍率

２１２億円
６０億円

３,６００億円以下
１,０００億円以上

３.０％以上
１２.０倍以下

・営業利益
・経常利益
・有利子負債
・自己資本
・ＲＯＡ
・ＥＢＩＴＤＡ倍率

３１５億円
１５０億円

４,２２０億円以下
７２０億円以上
４.０％以上

１０.０倍以下

＜ 連 結 ＞

＜ 単 体 ＞

＜２０００年１１月策定＞

９



ここに掲載されている情報のうち歴史的事実以外のものは将来の見通しであり、

これらは現在入手可能な情報から得られた当社の経営者の判断に基づいております。

従って、実際の業績はこれらと異なる結果となる場合がありますことをご了承ください。

「 将来の見通しについて 」
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